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当社の重要課題(マテリアリティ)

1

お客様をはじめ、株主、社員、協力会社、地域社会の人々など、さまざまなステークホルダーの皆
さまとの協力のもと社会に貢献し夢のある会社の実現に向け成長し続けていくことが、当社の社会的
責任と考えております。

また、2015年に国連で採択されましたSDGs（持続可能な開発目標）の趣旨に賛同し、ESG（環
境・社会・企業統治）の観点を重視しながら、さまざまな事業活動を通じてSDGsの達成に貢献します。
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サステナビリティ方針

2

当社は、健全な事業活動を推進し、経営理念の実践を通じて
企業価値の向上を目指すとともに、持続可能な社会の実現に貢献します。

行動指針
１．人間の尊重

私たちは、事業活動のあらゆる場面において、安全を最優先するとともに、いかなる差別的取扱いも行わず、
基本的人権を尊重します。

２．法令およびルールの遵守
私たちは、全ての事業活動において、国内外の法令および社会規範、社内規則を遵守し、誠実に行動します。

３．透明性の高い事業活動の推進
私たちは、企業情報を積極的かつ公正に開示し、透明性の高い開かれた事業活動を推進します。また、公正
かつ自由な競争ならびに適正な取引を行い、政治・行政とは、健全かつ正常な関係を維持します。

４．安全・品質・原価管理の継続強化
私たちは、お客さまの信頼と満足をいただけるよう、たゆみない努力と創意工夫をもって、安全・品質の維
持・向上および原価低減に努め、最高のサービスを提供します。

５．明るく元気な職場づくり
私たちは、安全で働きやすい職場環境を整備し、自ら専門能力・専門知識の習得・向上に努め、自主性と創
造性を発揮できる明るく元気な職場をつくります。

６．環境問題への積極的取組み
私たちは、循環型社会・脱炭素社会の実現に向けた取組みを積極的に推進し、持続可能な社会づくりに貢献
します。

７．社会参画と発展への貢献
私たちは、「良き企業市民」として、地域社会の発展に貢献する活動を行います。

８．企業倫理の実践
経営者は、当基本方針の実現が自らの役割であることを認識し、率先垂範の上、全社へ周知徹底するとともに、
実効ある社内体制整備を行い、企業倫理の徹底を図ります。
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【Ｅ】環境問題への取り組み

脱炭素社会の実現(1)

• ZEBプランナー登録

2022年より一般財団法人環境共創イニシアチ
ブが公募するZEBプランナー（フェーズ２）に
登録し、ZEB推進目標達成に向けた活動を展開
しております。

登録番号 ZEB2022P-00097

登録種別 その他設計 設備コンサルティング
省エネコンサルティング

【ZEB推進目標】
2025年度末までに当社の設備設計、設備コ

ンサルティングおよび省エネコンサルティング
の受注物件うち、50％以上をZEBとすることを
目標として活動いたします。

省エネと創エネを組み合わせ、正味エネルギーが
０となることを目指した建物です。

ZEBとは

4

【2025年度上期の実績】

１３ 件

建物用途 ＺＥＢ設計 省エネ提案設計

事務施設 1 4
商業施設 1
物流施設 1 3
給食施設 1
研究施設 1
宿泊施設 1

ＺＥＢ・省エネ提案設計中物件
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カーボンニュートラル達成に向け、中間目標として
2030 年度の当社の CO² 排出量（SCOPE-1,2）を、
2013 年度比50％減と設定しております。

2024年度は、2013年度比45.0％の削減となりま
した。

大幅に削減できた要因は、主要事業所の電力を非化
石証書を活用した電力に切り替えたことによるもの
です。

【主な削減要因】

・非化石証書を活用した電力への切り替え

・社用車更新車両のエコカー化

・社用車の台数削減（前年比7.4％減）

【2025年度の活動】

・本店ビルへエネルギー管理システムの導入

・自社所有拠点へ蓄電池を備えた太陽光発電シス

テムの設置

・社員への環境意識を深化させる活動の強化

CO2排出量[t-Co2/年]

2030
（目標値）

2024
（実績値）

2023
（実績値）

2013
（基準値）

195.4592.0658.3607.0
SCOPE-1

（直接排出量）

450.4117.7369.6684.4
SCOPE-2

（間接排出量）

645.8709.71027.91,291.4
SCOPE-1

+SCOPE-2

【Ｅ】環境問題への取り組み

脱炭素社会の実現(2)

• CO²排出量の見える化

1,291.4
1,027.9
-20.4％

645.8
-50.0％

709.7
-45.0％
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【Ｅ】環境問題への取り組み

脱炭素社会の実現(3)

岐阜支店

各務原営業所

信州営業所

四国営業所

九州営業所

豊田支店

本店/中部支社

東京本社
（東部支社）

茨城営業所

東北営業所

自社所有ビル

当社は、環境配慮の一環として、自社所有の営業
拠点に太陽光発電システムの導入を推進しておりま
す。現在、本店/中部支社、豊田支店、各務原営業所
の3事業所に設置し、稼働しております。

2025年度は自家消費を主として、蓄電池を備えた
太陽光発電システムを四国、九州、北陸、岐阜の各
事業所に順次設置してまいります。

CO2総削減量発電総容量設置事業所

3.83[t-Co2]9.06MW本店/中部支社

2.36[t-Co2]9.55MW豊田支店

2.97[t-Co2]9.53MW各務原営業所

【2025年度上期の運用状況】

※1 CO2総削減量は、自家消費電力量分を換算しています。

• 太陽光発電システムの稼働状況

※2 各務原営業所は、蓄電池による電力シフトを行っています。

※1

※2

北陸営業所

（CO2排出係数：0.000423）
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【Ｅ】環境問題への取り組み

脱炭素社会の実現(4)

仮想空間の中で情報を収集・分析し、様々なシュミレーションを事前に行うことで
生産性および安全性の向上、手戻り・手直しを無くす事に繋げています。

• BIM活用による施工段階での効率化と廃棄物削減

7

デジタルツイン

5年前よりBIMを導入し、すべての技術系社員が

BIMを扱える環境を整え、BIMの普及を推進してお

ります。

BIMモデルを活用することで、施工シミュレー

ションを行い、部品の干渉チェックなどを事前に

実施できます。これにより、現場での手戻りや手

直しを減らし、資材の無駄や廃棄物の発生を抑制

できます。また、資材の製造や運搬の合理化によ

り、CO2排出量の削減にも繋がります。

※令和5-6年度 建築BIM加速化事業において、

4プロジェクトで合計、7百万円の補助金を受給しました。
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• 健康診断項目の拡充

当社では、健康経営を目指しており、社員の健康維持・増進
のため、今年度より、定期健康診断の検査項目を拡充いたしま
した。これからも健康経営に取り組んでまいります。

• 職場環境の改善

職場環境の改善に資するため、老朽化した事務所の改修を計
画的に進めております。また、随時、古くなった事務什器の取
替えやＰＣ等の情報機器の更新も行っております。これからも
働きやすい職場環境作りにより、社員の意欲喚起と生産性向上
に努めてまいります。

• ビジネスカジュアルの導入

働き方改革の一環として、作業効率の改善、職場文化の向上、
コミュニケーションの活性化を目的に、夏季より、ビジネスカ
ジュアルを導入致しました。

【Ｓ】社会問題への取り組み

従業員エンゲージメントの向上(1)
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• 生成AI活用で実現する業務効率化と利便性の向上

当社では、従業員の業務効率化と利便性の向上を目的に、2種類の生成AIサービスを

導入しています。技術系社員には、建設データベースを搭載した生成AIを提供し、最

新技術の収集や業務課題の解決、技術情報の検索などに活用しております。

事務系社員には、資料作成や文書の要約、定

型業務の自動化に役立つ汎用型の生成AIを導

入しており、それぞれの業務特性に合わせた

活用を行っております。これにより、従業員

の業務効率化、利便性の向上、情報の共有を

促進し、エンゲージメントの向上を図ってお

ります。

【Ｓ】社会問題への取り組み

従業員エンゲージメントの向上(2)
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【Ｓ】社会問題への取り組み

地域・社会への貢献(1)

• 自動販売機の商品購入による募金活動

10

当社では、SDGs活動の一環として、自動販売機の購入金額に応じ
て、各飲料メーカーを通じ、「Table For Two」、「日本赤十字社」、
「ケア・インターナショナルジャパン」に対する募金活動を実施して
おります。

貢献内容寄付金額上期購入金額募金先

アジア・アフリカの
子供たちへの学校給食

約0.6万円約60万円
Table For Two
（TFT）

国内外の
災害救援活動

約1.5万円約30万円日本赤十字社

貧困の解決に向けた
災害時の人道支援を行
う活動

約0.5万円約16万円
ケア・インターナ
ショナルジャパン

引き続き本活動を推進し、少しでも貧困問題や災害での被災者の
方々のお役に立てるよう、募金活動を継続してまいります。

【2025年度上期実績】

TFTから感謝状を頂きました
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【Ｓ】社会問題への取り組み

地域・社会への貢献(2)

11

• 環境デーなごやへの協賛

「環境デーなごや」とは名古屋市が2000年から始
めている市民・事業者・行政の協働のもと、よりよい
環境づくりに向けて具体的な行動を実践する契機とす
る行事です。

当社は「パートナーシップで創ろう‘’環境首都なご
や“ともに学び、ともに行動することで、エコアク
ションの輪を広げよう！」の理念に賛同し、地元企業
として、毎年、協賛しております。

これからも持続可能な社会の実現

に向け、社会貢献活動に取り組んで

まいります。
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【Ｓ】社会問題への取り組み

地域・社会への貢献(3)

12

• ボランティア清掃活動

当社では、毎月、本店周辺（名古屋市中区）、
東部支社周辺（渋谷区）の清掃活動を実施してお
ります。

清掃活動を通じて、地域美化やごみの分別によ
るリサイクル活動にも努めております。

今後も継続して地域の環境保全活動および地域
社会への貢献に積極的に取り組んでまいります。

（本社周辺の清掃活動）
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【Ｓ】社会問題への取り組み

地域・社会への貢献(4)

各事業所で排出されるペットボトルのキャップを積極的に収集し、
NPO法人エコキャップ推進協会へ寄付を行っております。寄付されたエ
コキャップは医療支援・ワクチン支援や障がい者支援、子どもたちへの
環境教育等、さまざまな社会貢献活動に活用されております。また、
キャップのリサイクルにより、CO2削減にも貢献しております。

• ごみの分別による3Ｒ活動の推進

13

本店各階に設置されたごみの分別状況

収集したペットボトルのキャップ51.50㎏ (実績)累積収集数（上期）

162.23㎏ (実績)CO2削減量（上期）

元請工事の現場では、ごみの分別と廃棄物削減を推進し、
ごみの抑制、再利用、再生利用によるの3R活動に努めてお
ります。

また、各事務所においても、ごみの分別を推進し、従業
員一人ひとりが環境活動に積極的に取り組んでおります。

【2025年度上期実績】

• エコキャップ収集による社会貢献活動
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【Ｓ】社会問題への取り組み

地域・社会への貢献(5)

ペットボトルの廃棄量削減のため、マイボトルの
推進運動を始めました。

マイボトルを使用することにより、ペットボトル
の廃棄に比べ、約88％のCO2排出量を削減するこ
とができます。

• マイボトル運動の推進

14

• 紙コップのリサイクル

社内で使用しているインサートカップをプラス
チック製から紙コップに変更し、紙コップのリサイ
クル運動に取り組んでおります。また、収集した紙
コップは糸や布などのアップサイクルにも活用され
ております。

CO2排出量
13.9g

※100回使用想定

ペットボトル ステンレス水筒

CO2排出量
119g

※1回使用想定

約88%削減
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【Ｇ】ガバナンスへの取り組み

ガバナンスの強化

1. コンプライアンス委員会

企業倫理基本理念を遵守するため、施策の審議決定や遵守
状況の監視などを目的として、社長を委員長とするコンプラ
イアンス委員会を設置しております。

２．コンプライアンス教育の実施

行動指針として8項目を定めた、携行可能な小冊子「川崎
設備工業 企業行動憲章」を全従業員に配付し、コンプライ
アンス教育のため、社内研修等で活用しております。

また、経営幹部層や管理職社員の更なるコンプライアンス
意識向上のため、「役員コンプライアンス研修」「管理職コ
ンプライアンス研修」を実施いたしました。これからもコン
プライアンス教育に取り組んでまいります。

• コンプライアンスの浸透・定着の強化

15

当社は、社内外にコンプライアンス報
告・相談窓口を設置し、いずれの窓口に
おいても情報提供者を秘匿するとともに
不公正な対応、不利益な取扱いを行わな
いよう努めております。

また、外部弁護士が対応する、協力会
社専用の相談窓口も設置いたしました。

コンプライアンス報告・相談制度

『川崎設備工業 企業行動憲章』

当社は、企業倫理基本理念に従い、当社の事業に関連するあらゆる法
令を遵守し、公正で健全な事業活動に努めております。



川崎設備工業株式会社

〒460-0011 名古屋市中区大須一丁目6番47号
TEL：052-221-7700

https://www.kawasaki-sk.co.jp


